
今年度事業の活動方針及びスケジュール等について
第四回 周南市スマートシティ推進協議会

令和4年11月7日（月）
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資料①
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昨年度事業の振り返り

令和3年度には周南市の最重要施策として位置付けられるスマートシティの推進のため、モデル地区として周陽・遠石地区が選定

され、先端技術やビッグデータ等を活用した地域課題解決のための取り組みを先行的に実施することが決まった

※第一回周南市スマートシティ推進協議会
協議資料より抜粋
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昨年度事業の振り返り

※第一回周南市スマートシティ
推進協議会 協議資料より抜粋
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モデル地区における課題設定のため、住民参加型の3回のワークショップ（うち一回はアンケートに変更）が実施され、目指すべ

き地域・生活の青写真や、そのために地域で取り組めるアイデア、並びに具体的な取り組み方針が議論された

昨年度事業の振り返り

第
１
回

第
３
回

第
２
回

◼︎ モデル地区住民との議論を通じて、地区の困りごとと解決された姿について整理

− 地域の課題が解決された姿として「歩いて外出しやすく健康的な生活を楽しんでいる」、「遊びや交流、学び等の活動を活

発に行っている」、「暮らしの安全が確保されている」の3つに整理された

◼︎ 第1回を通じて整理された地域課題が解決された姿について、その姿に至るためにはどのような取

り組みアイデアがあるかについて地区住民と意見交換を実施

− 第一回で出された個々の課題に対してどのような取り組みができるかについて地区住民から様々な提案がなされた

◼︎ 第2回で提案された取り組みアイデアをさらに具体化していくために、「どこでやるか」「誰がやるの

か」「どのようにやるか」の3テーマについて地区住民を対象としたアンケートを実施

− モデル地区内における具体的な場所・施設、取組みの実施主体となる周南におけるプレイヤー、取組みを実現するために必

要な「情報の見える化」のための適切な仕組み作りについて地区住民から多数の回答があった



昨年度事業の振り返り

ワークショップを通じて住民からあげられた地域の課題と課題を解決するための取組みアイデアに基

づいて、モデル地区における取組みの方向性として以下の三つの柱が策定された

ウォーカブル&

ウェルネスタウン化

ホームタウン化

セーフティタウン化

歩いて外出しやすく健康的な生活を楽しんでいる

遊びや交流、学び等の活動が活発に行われている

安全な生活環境の中で安心して活き活きと暮らせる

– 宅配や遠隔診療等のオンラインサービスを利用できるとともに、身近に買い物・憩う
場所があり、気軽に外出もできる。買い物や医療機関の受診と併せて歩く機会
をつくったり、公園やスポーツ施設での運動を行い、健康的な生活を楽しんでいる

– 子供たちが、放課後や休日、友達や家族と遊んだり、学んだりしている。地区住民や来
訪者が周南緑地公園を憩いやスポーツ、新たなアクティビティの場として活用し、地域 へ
の愛着を深めている

– 公園の利用、通勤・通学等において、野犬や自動車、夜間の暗さ等によって生じる危険
が抑制されることにより、安全性が確保され、いつでも安心して通勤・通学、外出、屋 外
での活動を行うことができる

①

②

③

5



6

昨年度事業の振り返り

ワークショップおよび協議会を通じて策定された３つの取り組み方針に基づいて、短期的・中長期的なデジ

タル技術等を活用した施策案および実施に向けたロードマップが提案された

※第三回周南市スマートシティ推進協議会協議資料より一部抜粋
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昨年度事業の振り返り

※第三回周南市スマートシテ推進協議会 協議資料より一部抜粋

今年度事業では昨年度提案された施策メニューを住民参加型のプログラムを通して

検証・ブラッシュアップし、次年度以降の実証実験の取組内容を決定する
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昨年度事業の振り返り

スマートシティ推進体制として、企業や団体、研究機関など、様々なステークホルダーが主体性を持ってス

マートシティ推進に参画するコンソーシアム構築の必要性が確認された



昨年度を踏まえた本年度の活動指針

ワークショップで
得られた課題
（場所、タイミン
グ、対象となる人
やモノが特定化さ
れている）

デザイン思考による
アジャイル型の更新
・プレ実証の実施
・実験計画の策定

ウェルネスタウン化

ホームタウン化

本年度の活動 目指していく街の方向性昨年度の調査

本年度の活動としては、昨年調査で得た「個々の課題」と「目指していく街の方向性」
をつなぐ実証・実験の計画とプレ実証を実施していく
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セーフティタウン化

必要に応じて
追加ヒアリング

※「デザイン思考によるアジャイル型の更新」の意図とは？

対象と手法の抽象化と具体化の繰り返しを実施することで実施
計画を漸次的に更新



今年度事業の位置付け

1年目 2年目 3年目 4年目以降

想定する
ゴール

実証等
（プレ実証〜
社会実装）

組織作り

・モデル地区の選定
・モデル地区住民との課題共有
・次年度以降の事業計画の企画立案
（概算事業費の試算）
・スマートシティ推進協議会の運営

・プレ実証実験
・次年度の事業計画の立案
・短期の概算事業費の算出
・コンソーシアムの設立（メンバー選
定）

・実証実験
・次年度の事業計画の立案
・短期の概算事業費の算出
・コンソーシアムにおけるビジネスモ
デルの検討（企業間連携）

・社会実装
・次年度の事業計画の立案
・コンソーシアムによる運営の開始

・ワークショップによるモデル地域
の課題とニーズの把握
・講演会による地域住民等へのスマ
ートシティの必要性の説明
・プレ実証の実施内容の整理

・プレ実証実験の協力企業の募集
・プレ実証実験の実施

・プレ実証実験から得れられたモデル
地区における新たな課題、ニーズの
把握

・実証実験の協力企業の募集
・実証実験の実施

・実証実験から得られたモデル地区に
おける新たな課題、ニーズの把握と
分析

・他の地域への展開の検討

・スマートシティの恒久的な実施を実
現するための市財政のキャッシュフ
ローの継続的な分析

・スマートシティ推進協議会の設立
・コンソーシアムの役割等の定義
・コンソーシアムの事例収集
・コンソーシアムの構成案の整理
（他事例の調査、整理）

・スマートシティ推進協議会、コン
ソーシアムの関連性・協力体制等の
整理

・コンソーシアムの形成（連携できる
事業者との連携による実証実験の実
施）

・コンソーシアムの形成（幅広い主体
の募集と事業提携へのチャレンジ）

・コンソーシアムの形成（実践を踏ま
えた持続可能なコンソーシアムの構
築）
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課題の発見 課題に対するソリューションの実証 社会実装

今年度は4年目以降の社会実装に向け、昨年提案された課題に対する施策案の検証・改善を行う



今年度事業の流れ

昨年度作成された
事業計画素案

協働プログラム

スマートシティ
推進協議会

実証実験の
取組内容の決定

コンソーシアム体制
の構築

検証・フィードバック アウトプット昨年度の事業計画案

協働プログラムと協議会の実施により、市民参加型のスマートシティの実現へ
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今年度実施予定の活動

参加者

協働プログラム周南市スマートシティ推進協議会

概要

● モデル地区住民、地元企業・団体、

大学・高専
● 学識経験者、関係団体の代表、コミュ

ニティ組織の代表

目的

● モデル地区住民、学生、関係者等がデジタ

ル技術やデータを活用したまちづくりに参

画するためのプログラム

● 昨年度立案された事業計画の検証および住民目線

からのフィードバック取得

● 地区住民、学生、関係企業・団体等のステークホ

ルダーが主体的にデジタルを活用したまちづくり

に参画できる体制（=スマートシティコンソーシア

ム）の構築

● 学識者や関係団体の代表等、俯瞰的・

専門的な見地から、次年度以降の取組

内容含め検討を行う

● 協働プログラムの結果得られたフィードバック

を元に、俯瞰的・専門的観点から次年度以降の

事業計画や実証実験の設計について協議・検討

する

● スマートシティ推進の取り組みがモデル地区住

民をはじめとする市民に受容されるような発

信・コミュニケーションの方針について検討す

る

今年度実施予定の活動

12



今年度のスケジュール

協働プログラム協議会

第
１
回

第
２
回

第
３
回

■ 11/26,27「周南リビングラボ ×スマートシティ」

− 昨年度提案された方向性の「検証 (＝概念実証/PoC)」

− 既存のソリューションを用いた概念実証・体験

− サンプルデータの収集と高校・大学を巻き込んだ分析

− 課題の洗い出し、あるべき姿や仕様の具体的な検討

■ 1月下旬「市民ダイアログ（仮）」

− 次年度実施する実証実験の具体的な計画について、コンセプトやパ

ース等ビジュアルな資料を作成の上、モデル地区住民や協力を仰ぎた

い団体や企業を招聘し、対話形式で討議を行う

− 次年度の取組計画について住民目線でフィードバックをかける

■ 3月上旬「コンソーシアム体制の告知（仮）」

− 実施形式については現在検討中

− 住民・市民間での話題醸成につなげる

− 次年度以降の実証実験への参加を促す

■ 11/7「第四回周南市スマートシティ推進協議会」

− 令和4年度スマートシティ推進事業のキックオフ

− 第1回協働プログラム企画に対するフィードバック

− コンソーシアム体制構築に向けたステークホルダーの巻き込み方に

関する検討

■ 1月上旬「第五回周南市スマートシティ推進協議会」

− 第1回協働プログラム後の参加者へのヒアリングによって洗

い出された課題や取り纏めに対するフィードバック

− モデル地区住民やその他市民への発信方法の検討

■ 3月下旬「第六回周南市スマートシティ推進協議会」

− ブラッシュアップした事業計画案を踏まえた次年度の進め

方についての検討

− 具体的な予算執行の仕方および住民・市民や大学・学校、

地元企業による自律的・継続的な協働についての検討
13



協働プログラム第１弾の位置付け及び企画内容について
第四回 周南市スマートシティ推進協議会

令和4年11月7日（月）

14

資料②



事例調査その１：sentilo / バルセロナ

15
http://connecta.bcn.cat/connecta-catalog-web/より抜粋

ゴミ回収のルート変更

騒音問題の解決

スマートパーキング

センサーデータを一括管理するプラットフォームを用いて、市内の環境情報を取得し、改善
につなげている事例。オープンソースとして公開されており、他自治体でも導入されてい
る。

市内の様々なセンサーデータが閲覧できるプラットフォーム



事例調査その２：スマートイナフシティ / Decidim

ボストン市CIO（最高情報責任者）を務めていたベン・グリーンは、技術中心主義的なスマートシティに警鐘を鳴らし、市民による主体的な
テクノロジーの活用方針の選択の重要性を説いている。また、Dicidimは、都市行政に関わるビジョンや予算に対して、議論・意思決定を行
う市民参加型のプラットフォームで、オープンソースとして公開されている。
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テクノロジー主導から市民主導型のスマートシティへ。

加古川市版Decidim（https://kakogawa.diycities.jp/）より抜粋『スマート・イナフ・シティ』



事例調査その３：鎌倉リビングラボ

市民および民間企業を巻き込んだ事例。後述の民間企業および働き手へのヒアリング
や、リビングラボ形成のための協働プログラム企画につながる。
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鎌倉リビングラボHP（https://www.kamakurall.cc-aa.or.jp/）より抜粋

鎌倉市内の高齢化の進む地区において、若者に魅力のある街を目指して、産官学民が連携。

まずテレワークしやすい家具をつくる、というスモールスタートPJから着手された。



事例調査その４：ナスコンバレー

国内最大規模の実証実験フィールドをもつリビングラボで、メンバーシップを通じて
企業および個人が社会実装に参加している。
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ナスコンバレーHP（https://nasucon.jp/）より抜粋

実際のプロジェクトの一覧

ワーケーション等など不動産と組み合わせて企業が自主的に出費するような形を取っていることが特徴。



実地調査およびヒアリングの結果

住民や企業、大学を巻き込んだ産官学民連携でのスマートシティ推進の必要性を認識し、子育て世代、働く世代、産業界への追

加ヒアリングを実施した

暮らし

カテゴリ 内容

● 周南緑地の使い方として子供を遊ばせたくて入るが、遊具が少ない。砂地や野犬も多く、余暇を過ご

せる憩いの場がない

● 近隣住民および周南緑地にいる住民同士がコミュニティ化されている

● 駅周辺、特に銀座通りなどの方がスマートシティ・デジタル化されると人がきて活性化される仕組み

なるのではないか

● 若年層的には、暮らしやすさと住居費を考えると下松市になりやすい

● 生活の中心はロードサイドや大規模ショッピングセンターになりやすい

● 県外から来た人は、どこで普段遊んだら良いのか…悩んでいる人が多い。遊ぶ場所が少なすぎる

● ただ住む人の周南という感じがする。魅力のあるお店などの誘致を頑張った方がいいのではないか

ワーク

交通

観光

行政手続き
19

● 近隣住民のはずで仕事も近いはずだがコミュニティ化されていない

● コワーキングスペース等、自宅/勤務地以外の働く場所が少ない

● テレワークが可能な場所が整備されていない

● 朝夕の通勤・通学時間帯に当たる時間帯の渋滞

● 無料駐車場が少ないため出かけにくい

● 歩道橋などの道路横断手段が少ないため自転車利用が不便

● 大分までのフェリー料金が高い

● 駐輪場が少ない

● 周南特有のお土産が少ない

● 城下町の雰囲気が薄い

● 紙ベースでのやり取りが多く、デジタル化されていない



協働プログラム第一弾の企画位置付け：リビングラボについて
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住民が発見・確立している使い方を、主体的かつ持続的に共有・展開していく仕組みを
つくるために、リビングラボの概念を導入しながら実証を進めていく。

運営者

住民・緑地利用者
コンテンツ供給者

（サービス事業者やボランティア等）

①コンテンツ需給のマネジメント

③供給

②需要

コンテンツ需要を支えるコンテンツ供給を支える

①需給マネジメントの導入・改善
②需要の可視化
③供給を活性化

*リビングラボとは：オープンイノベーションを生活の場で実践することであり、具体的には、複雑な社会課題を解決するために、生活
環境での実験を通して利用者と提供者が共創プロセスから実装と評価を重ね、そこからサービスや商品を生み出す一連の活動のこと。
（令和元年度中小企業実態調査事業（リビングラボにおける革新的な社会課題解決サービスの創出に係る調査）調査報告書より）
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受給マネジメントの
導入・改善

①

需要の可視化②

供給を活性化③

◼︎ 運営者・供給者・住民が一体となって以下の施策を行うための基盤を整備する

◼︎ 需要のありそうなコンテンツを期間限定で実行する。

（例：緑地内の飲食機能、という需要に対して、移動販売車等を用いて期間限定イベントを開催する。）

◼︎ 以上で可視化された需要に対して、実証を繰り返してソリューションを育てていく。

（例：既存のスポーツ施設の予約システムの一元化やUI改善を行う。）

協働プログラム第一弾の企画位置付け：リビングラボについて

● 住民は、コンテンツの需要が満たされた生活をイメージすることができ、供給者・運営者に対して有用なフィード

バックを与えることができる。

● さらに、既存コンテンツ（既存設置の遊具など）を利用している住民にとっては、新たなコンテンツに出会う機会

が得られ、あらたな需要の発見につながる。

● また、コンテンツ供給者・運営者にとっても、需要が可視化され、今後のコンテンツ提供・運営計画に役立つ。



協働プログラム第一弾の企画位置付け：リビングラボについて
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リビングラボの
持続的な運営

住民の外出時間
増加

コンテンツ需給
の増加

アクティビティ
への満足度向上

モデル地区内住
民の接点増加

防災・防犯意識の向上

セーフティタウン化

健康意識向上

地域コミュニティ形成

ウェルネスタウン化

若者に対する魅力づくり

地域への愛着

ホームタウン化

長期的に目指す
街の未来像

リビングラボの持続的な運営による
コンテンツ需給増加のサイクル

住民による持続的かつ主体的な活動を増加させていくことにより、
住民の外出時間増加やコミュニティ形成につながり、長期的なビジョンの達成につながっていく。
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協働プログラム第一弾の企画内容：概要

「周南リビングラボ x スマートシティ」を11/26(土) - 11/28(月)  @周南緑地に開催

周南緑地全体を使った
デジタルスタンプラリー

飲食スペース
＋AIカメラを利用した実験
（公園内３箇所予定）

＊ポスター及び企画内容は変更される可能性があります。

スマートモビリティの
展示/試乗イベント
（詳細検討中）

国土地理院提供空中写真を加工



協働プログラム第一弾の企画内容：コンセプト
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住民からの
課題意識に応える

データを
取得してみる

データで
改善してみる

スモールスタートで、住民のニーズに応える場所の創出

既存アプリを用いた、スマートシティのプロトタイピング

データに基づいた検証→改善のサイクルを試してみる

– 昨年度ワークショップでも住民の要望としてあげられていた、飲食機能の不足という

課題意識に対して、キッチンカーや仮設飲食スペースの設置をイベントとして行うことで、

新たな周南緑地における生活のあり方を考えるきっかけを創出する。

– 既存のアプリ（scheme verge株式会社提供のHoraiアプリの利用を想定）を用いた、飲食機能の電

子決済や公園内のスタンプラリー（NFC利用予定）との連携などにより、イベントの体験価値向上を

図る。また、飲食スペースにAIカメラを設置し、滞留状況等の情報を取得することで生活改善のため

の議論につなげる。

– 取得した具体的な情報をもとに、住民・大学生を巻き込んで改善の可能性を議論する。

また、次年度以降の大規模な実証実験に向けて、検証→改善サイクルを住民・学生が主体的

かつ持続的に行える組織づくりへの知見を得ることを目的としている。

①

②

③

昨年度に住民が挙げた課題を解決するべく、スモールスタートでプレ実証実験を行い、
検証→改善のサイクルを住民を巻き込みながら実践していく第一歩とする。
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上記施策に対する
データを用いた需要の可視化

企画

②
センサー／タッチポイントを利用して各種データを取得し、コンテンツ需要の可視化や施策の

改善の議論につなげる

■ AIカメラの設置

− 滞留データやカウントデータを取得。店舗利用者数/通過する人の割合、利用の多い時間帯など、データを組み

合わせることで、利用価値の高いデータも取得できる。また、映像を利用したAIカメラの分析について、住民が実際

に動作している様子を閲覧できるようにする予定。

■ 利用者のスマートフォン上のアプリケーション

− scheme verge社提供のHoraiアプリを利用予定。公園内にNFCタグを設置し、これらをHoraiアプリ内でタッチ

することでスタンプがたまる仕組みとなっている。これにより、公園内のウォーキングを促進する。また、上記スタ

ンプラリー制覇で飲食機能の割引が受けられたり、電子回数券の提供も検討中。

内容

協働プログラム第一弾の企画内容：具体的な内容

移動販売車による緑地内での
飲食物提供 / 食事スペース整備

① 昨年度ワークショップで課題としてあげられた「周南緑地における飲食機能の不足」に対す
る施策として、緑地内に移動販売車および飲食スペースを設置する

昨年度ワークショップで提案された
− 休日、フレンドパーク周辺でキッチンカーでの販売活動（周南緑地公園中央緑地）
− 屋内外でくつろげるオープンカフェや移動販売車を誘致する（周南緑地公園東緑地）
に対する取り組みメニューを実施する

様々な需要を想定し、短期的な移動販売車を各ポイント（周南フレンドパーク横にサンドウィッチやおにぎり、パ

ンなどの軽食販売車、キリンビバレッジ庭球場前広場TO THE SKYまわりにデザート系の販売車、第5グラウンド横

でお弁当販売車等）に設置するとともに、その周辺に仮設の飲食スペースを設置する。
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協働プログラム第一弾の企画内容：利用アプリのイメージ

AIカメラ

Horaiアプリを用いた電子スタンプラリー＋決済

＋

データの分析
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地元大学生とともに
取得したデータを用いて議論

スローモビリティ体験試乗

企画

③

④

企画①・②で取得したデータを用いて、地域住民および学生とともに需要の可視化や施策の

改善についての議論を行う。（本イベント開催後、別途実施を想定）

また、周南公立大学による「周南リビングラボ」との連携についても検討中。

■ 分析の例

− 周南緑地利用者の需要（内容、時間、場所）にマッチした最適な店舗をデータから把握

潜在的な需要の調査という位置付けで、デジタル技術を用いたプロダクトを展示・体験する

（地元企業に打診し、グリーンスローモビリティの体験試乗会を実施検討中）

市民または企業が持続的に参画できるリビングラボの形成に向けて、地元企業の技術やプロダクトについて市民が

知ることのできる機会を提供する。

内容

協働プログラム第一弾の企画内容：具体的な内容



コンソーシアム構築に向けた

ステークホルダーの巻き込み方について
第四回 周南市スマートシティ推進協議会

令和4年11月7日（月）
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資料③



コンソーシアム構築に向けたステークホルダーの巻き込み方
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これまでに大学・高専、UR都市機構、YMFG ZONEプラニング等へのヒアリング・協

議を実施し、地域のステークホルダーの巻き込み方について検討している

ステークホルダー 今後の連携方針

周南公立大学・

徳山工業高等専門学校

モデル地区住民・関連団体

民間企業

◼︎ 7月の実地調査時にヒアリングを行い、連携可能性について意見交換を実

施。主に協働プログラム後のデータ分析での連携について今後具体的に検討・

打診を予定

◼︎協働プログラムの実施およびその後のヒアリング・アンケートを通して、生

活者・当事者としての視点から、サービスのプロトタイプに対してのフィード

バックをもらう

◼︎協働プログラム第1弾において、グリーンスローモビリティの体験試乗を出

光興産徳山事業所と協議・連携の上で実施を予定

◼︎主に市民への発信等、誘客面でYMFG ZONEプラニングと連携を予定


